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STK24

STK24; MST3; STK3; Serine/threonine-protein kinase 24; Mammalian STE20-like protein
kinase 3; MST-3; STE20-like kinase MST3
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、マイトジェン活性化プロテインキナーゼ（MAPK）シグナル伝達の上流で機能するセリン／スレオニンプロテインキナーゼをコードしています。コードされたタンパク質はカスパーゼによって2本の鎖に切断され、N末端断片（MST3/N）は核に移行し、プログラム細胞死を促進します。この遺伝子の擬似遺伝子はX染色体上に存在します。選択的スプライシングによって複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年11月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マンガン。アイソフォームAのみがマンガンを必要とします。,機能：セリン残基とスレオニン残基の両方に作用するプロテインキナーゼ。,PTM：自己リン酸化。アイソフォームBはPKAによるリン酸化によって活性化されます。,類似性：プロテインキナーゼスーパーファミリーに属します。 STE Ser/Thr タンパク質キナーゼファミリー。STE20 サブファミリー。,類似性: 1 つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,組織特異性: アイソフォーム A は脳内に普遍的に発現する。アイソフォーム B は脳内で発現し、特に海馬と大脳皮質で高い発現を示す。,
	研究分野
	神経科学
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	STK24抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	STK24抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	STK24 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	MST-3ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

